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目的

この研究の目的はトランプをきる時に 分割シャフリングをした場合の数学的な研究を

することである

方法

はじめに 分割のシャフリング 枚 を復習します

　 枚のときを例に挙げる

カードに番号をつける

つの組に分ける

右の組の 番目、左の組の 番目、右の組の 番目 と交互に並べ替えていくと

となる

これを繰り返し、元に戻るまで行う

この場合は

回シャフリングすると元に戻るので、 枚のとき周期は である



枚の場合

最初に 枚の場合を考える 具体的に 枚の場合で説明する

カードに番号をつける

つの組に分ける

右の組の 番目、真ん中の組の 番目、左の組の 番目、右の組の 番目、真ん中

の組の 番目 と交互に並べ替えていくと となる

これを繰り返し行い、最初の並びに戻るまで行う





枚の場合

枚の場合を考える 具体的に 枚で説明する

カードを並べる

ここに 枚カードを加える とする

これを つの組に分ける

枚と同様に 回シャッフルする

そこから を 度取り除き、最後にもう 度付け加える

～ を繰り返し、最初の並びになるまで行う





枚の場合

この場合は 枚の時と同じように、 を付け加えて行う

カードを並べる

ここに 枚カードを加える とする

これを つの組に分ける

枚と同様に 回シャッフルする

そこから を 度取り除き、最後にもう 度付け加える

～ を繰り返し、最初の並びになるまで行う



結果

枚それぞれプログラムを実行し 枚までの結果を表にした

表 ～

また 枚それぞれについてまとめた

表 ～

以下のような結果となった

＊ 表のシャフリングの方法は

枚の時、空白

枚の時、

枚の時、 とした
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考察

枚の場合

周期 枚数となる

枚数 周期の時、枚数 は素数になる

また枚数 周期 同士の差は の倍数である

表では 枚の場合、それぞれ をすると 素数

となる

サイクルに分解して考えてみると

を共通文字のないサイクルとして各々の長さを とした

とき

周期 の位数は となる

枚の時で考えると

↓

となり

周期　 　 となる



周期 と枚数 の関係性

すなわち

が成り立つ

整数

番目が

　　　　　　　↓ 回シャフル

番目が

　　　　　　　↓ 番目が になるようにする

　　　　　　　↓

このことから

回すると とすると

代入

回すると とすると



よって

となる

＊ この関係式より周期から枚数を求めることができる

周期が のとき 関係式に代入すると

は整数、 枚も枚数で整数であるから、 ともに整数となる

とき

よって周期 のときの枚数 枚である

また、周期が のとき関係式に代入すると

のとき、

のとき、

のとき、

よって周期 のとき枚数は 枚と求めることができる



枚の場合

周期と枚数の関係にこれといった規則性は見られない

枚の場合は常に周期 枚数が成り立っていた

枚数 周期の場合もあるが、枚数 は必ずしも素数にはならない

また周期 枚数 同士の差は の倍数である

感想


